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一 逆流,渦 流する時間一
玉 井 崇 夫
同誌 前号(第54号,昭 和61年1月)に 続 き,『 ボヴ ァリー夫人』 の クロノ
ロジーに関する研究で,近 年最 も収穫 に富む と思われ る ロジ ェ ・ビス ミュの
論 文を先ず 翻訳 してお こ う。 出典は 「フ ローベ ール友の会誌」第42号(1973
年5月)で あ る(S%7%π θ ε加 硫0108惣deMadame.80ηα7y,Roger
Bismus:1`LesAmisdeFlaubert",No.42,mai1973.p.4～p.9)。
※ ※ ※
タ ロノ ロ ジ　
『ボ ヴ ァ リー夫 人 』 の年 表 に つ い て
「ロマ ン主義研 究学 会」の主催 で,カ ン大学 文学部教授 ジャ ック ・セバ シ
ェの 司 会 に よって,2月3日,『 ボ ヴァ リー夫人』 に関す るシンポジュー ム
が高等師範学校(コ ・ル ム街45番 地)に て開催 された。方 式の点で も,合 目的
性の点で も,『新 しいジ ャンルの シンポ ジュー ムであ った。 前以 って1972年12
月9日 と1973年1月20日 の両 日,委 員集会 によって準備が なされ,当 日は 円
卓会議 の形式で,フ ローベールの研究者,同 好 者が研究の テーマと方 向を指
定 し,結 論 を略述 または 提示 し,そ れ について 概ね 活発な討議 が 戦わ され
アグレか
た。 今回のそもそ もの動機 は,『 ボヴ ァリー夫人』が この年 文学部の一級教
シ ヨ ソ
員資格試験の科 目に入っていたために,受 験者に扱い易い形で,充 実した新
しい参考資料を提供することが望 ましいだろ うと判断されたか らであった。
従来の経過を眺めると,こ の種のシンポ2ユ ームは 「研究発表」の羅列の感
を呈 し,い つも内容豊かで大概独創的ではあるが,範 囲が狭 く,い かにも単
独研究の印象が強 く,論 争もめったに起こらないとい うのが実情である。だ
が,『 ボヴァリー夫人』に関するシンポジュームは共同研究の 実をあげ,そ
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2れが提示されたすべての研究テーマに遺憾無 く発揮されていた。おそ らく,
私以上に,様 々の領域で得られた成果を吹聴する者もいることだろ うが,こ
の小説の心理学的更には精神分析的な構成,そ の歴史的,社 会学的な資料 と
しての価値が解明された。いずれ公式報告書 と討議発言が公表されることを
期待するのみである。
差 当たり,ジ ャック ・セバ シェの進行の許で私 もこのシ ンポ ジュームに直
ク ロ ノ ロ ジ 　
接携わった という理由から,『ボヴァリー夫人』の諸事詳細な年表 を作成し
ておこうと思 う。そして,こ の定式通 りの作業によって,今 回三度の集会の
場で提示された素晴しい仮説の幾つかが,い かに立証 されたかを特記してお
こう。
『感 情教育』 と違 って,ギ ュスター ヴ ・フローベールのこの最初 の大 小説
は,背 景を成 す時代の歴史的事 象 と明確 に照応 してはい ない 。これ につ いて,
幾 つかの理 由が考え られ る。 第一は,『 ボヴ ァリー夫人』 は地 方 小 説 であ っ
て,首 都で起 こる出来事 の風 評が遠 くの噂話 としてしか受け とめ られ ていな
いこ と。 第二 は,お そ ら く 『ボヴ ァリー夫人dの 時代(ル イ ・フィ リップの
王政)は,r感 情教育』の中核 を成す第二共和制の4年 間 に比べて,歴 史的 な
有為転 変が著 しく乏 しか った こと。 第三 に,と りわけ,『 感情 教育』は 「あ る
の
青年」 の歴史(感 情の)で あるに しろ1),彼 の世代全 体の歴史 ともな ってい る
こと一 この種 の小説形式は,そ の時代 の歴史 とか青春 の抱 く幻想 とか につ
いて明白な言及 を省略す る訳 にはいかず,ま た,青 年の失敗 の理 由に関 して
も省察を欠 くことが 出 来 ない。 だ演,『 ボ ヴァリー夫人』 には,同 じことは
言 えないだ ろ う。 この点,先 駆 の 小 説(『 ク レー ヴの奥方』 『マノ ソ ・レス
コー』,そ れ に 『赤 と黒』 で さえ)に ず っと 近 く,永 遠 の人性 を描 くこ とを
目差 し,従 って,広 い範囲で時代 を超 えた ところに位置 して いる。
'以上 のあ らゆ る理 由か ら
,『ボヴ ァリー夫人』においては,「 歴史」が きわめ
て 目立 たない,要 す るにかな りぼやけた背景を成 してい る。 しか し,そ れ に
も拘 らず,数 名 の参加 者 と協 力 して作成 した年表 の中で,小 説上の出来事 と
歴史的 な出来事 を対応 させ よ うとしたのは,ジ ャック ・セパ シェの業績で あ
る。私 が彼 と絶 えず接触 を重ね なが ら作成 しよ うとした年表 は,も っと控 え
目な企図か らで あって,数 多 くあ る年 月 日の記述一 そ の内には非 常 に正確
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3な ものが数箇所 あ る一 を踏 まえなが ら,小 説の主 な挿話の 日付を決定す る
ことにあ った2)。この年表 は次の三 つの鍵 とな る出来 事が発端 となってい る。
1)シ ャルルが成人 に達 してか ら,小 説 のすべ ての事柄は 「栄光の3日 」
以後の ことだ とい うのは明 らかであ り3),し か も,彼 が1813年 以前 に生れ
てい るはず がな く9),そ れ 故に,小 説 の始 ま りで彼が 〈15歳 くらい〉(p.3)
だ とすれば,こ の冒頭部は1828年 よ り前ではあ り得 ない ことに気付 くだろ
う。
2)一 方,《 国王》 に宛 てた オメーの手紙 が,国 王 をア ン リ4世 と比肩 し,
〈我 らが よき国王〉(p.354)と 呼 んでい る点 か ら,1848年 以前 に 想定 され
ている ことに気付 くだ ろ う。
3)以 上 の二件 か ら,三 つめの出来事 を正 確に算出す ることが出来 る。 す
なわち,エ ンマが ロ ドル フと駆落 するはず だ った,し か し結局 は ロ ド!レフ
が彼女 に絶縁状 を届け させた あの9月4日 月曜 日の年 である。1848年 を除
くとすれぽ一 この年 の9月4日 は月曜 日にな ってい るが,す でに共 和制
の時代 に入 っている。従 って,オ メーの手紙 か ら4,5年 前の事柄 として
は不可能 であ る一 遡 って考 え られる限 られた期 間では,1837年 と1843年
しか該 当 しない。1837年 は除外 して もよい。 この年は シ ャルルが まだ デ ュ
ビュック未亡人 と結婚 してお り,エ ンマ もまだ ルオー姓 であ る。 す ると,
1843年 だけ が唯一残 るこ とになる5)。
以上 の点 か ら,年 表 は次の通 り展 開 される ことにな る。
年 月 日 ・季節 出 来 事 ペ ージ
18286)10月 シ ャルルの2学 年 入学3
18317月 シャルルは4学 年末 に退校 す る9/10
11月 補助 医科 に登録す る10
18347月 シ ャルルは卒業試験 に 「落 第」11
18357月7)シ ャルル合格, ,12
秋 トス トで開業12
18363月8)デ ュ ヒ'3ッ ク未亡人 と結婚12
18371月5日9)ル オー爺 さん の骨折13-1E
錫 習日 ルオ 爺ーさん瀧18
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43月 ・ エ ロイーズの嫉妬 シ ャルルは19-20
ベル ト通いを中断す る
4月/5月 公証 人の逐電 父親 ボヴァ リー20-21
はエ ロイ ーズを叱責 エ ロイー
ズの死
7月 末10)シ ャルルは再 びベル トへ通 う22
9月28-3C日11)シ ャルルの結婚 申込み25-2E
18385月12)シ ャル ル とエ ンマの結婚26-32
夏13)エ ンマ失望.41-47
9月 末 ヴォ ビエサ ール の舞踏会47-57
1839春 一夏14)エ ンマの憂欝58-64
9月 舞踏 会の記念 日'64
1840』 冬 《冬は寒か った〉 憂欝65-68
四旬節17)母 親 ボ ヴァ リー夫人 の トろ ト滞68
在
2月 末 ルオー爺 さんの来訪68
それ以後 エ ンマの病気一 シャルルは踏査69
1841当 初、.ヨ ンヴィルの選 定70
3月 ヨンヴィルへ移転一 エ ンマは妊70
娠
5月 末一6月初 ベル トの誕生91
7月 初16)ロ レー小輝 さんを訪問93-98
秋 エ ンマは レオ ンに好意 を深め る.99
18422月 エ ンマは レオ ンを恋す る103
3月 彼女は 自分 を取戻 す108/109
4月 一5月 レオ ンの計画 二人の 別離121-123
7月 .ロ ドルフの登場131-135'
8月 農事共 進会135-159
9月 末一10月1?)ロ ドル フが また現 れ る159
10月 エ ンマは ロ ドル フの情 婦 とな る162-167
10A-2月(1843)エ ンマ とロ ドル フの愛人関係168-175
18434月 彼 らの愛の冷却175-177
5月 簿足手 術一失敗一愛人関係が再 開178-196
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58月.エ ンマ と姑 の 口論 駆落 の計画197-205
9月4日 月曜 破 綻205-214
9月 エ ンマの病気(第 一期)215/216
10月 シャルルはル ウルーに1000フ ラ216
ン借 金す る
エ ンマの病気(第 二期)217
18445月 エ ンマの回復 、217-222
6月 「リュシー ・ド・ラメル モール」227-251
一大聖堂 の参観一辻馬 車
父 親 ボヴ ァリーの 死(<ジ ャム253-255
作 りの時期 ……摘 み とったス グ
リの実〉)
エ ンマは委任状 のた めにルーア ・261-26f
ンへ
夏一 秋 レオ ンの情婦エ ンマー木曜 日ご264-276
との逢 引
11月/12月 シ ョールの挿話(〈雪が降 った〉)276
1845当 初 ル ウル ーの最初の交渉(パ ル ヌ277-27.5
ヴィルのあば ら家)
7月 一9月 ル ウルーの2回 めの交渉:ラ ン291-293
グロワは6ケ 月以内 にバ ルヌヴ
ィル の後金を支払 うことにな っ
ていた:こ の期 間が過 ぎてしま
った(p.279とp.292)
10月 一12月 エ ンマはパル ヌヴィルの後金を293
受取 り,2枚 の手形 の決済 の後,
そ れ以上 の借 金をす る レオ ン
との関係は冷却
18463月19日 木曜 四 旬節 の遊 楽木 曜 日297/298
20日 金曜 競売執行通 知298
21日 土曜 く彼女は…眼が覚めた…〉ギ ヨー
マ ン …
22日 日曜 ル ーア ンへ出発 レオ ンとの最302-305
後 の出会 い
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623日 月曜 彼 女は…眼が覚 めた…ギ ョーマ307-325
ン… ロ ドル フ…砒素
24日 火曜 朝 カニヴ ェ
11時 ラ リヴィエール
12時 オメーの家で昼食
14時 聖油
16時 エ ンマの死
3月24/25日 と25/26日 通夜336-340
3月26日 木曜 朝 納棺341
正午前 ルオー爺 さん到着341/342
正午過 ぎ 葬儀343/345
夕方 ルオー爺 さんの帰宅346
.5月31日 フェ リシテはテオ ドール と出奔348
(聖 霊降臨節)
6月 初 レオ ンの結婚通知348
エ ンマの墓352
夏 ・ シ ャルルは屋根裏部屋 で ロ ドル348
フの絶縁状 を見 つけ る
秋一冬 シ ャルルの 自堕落一炉辺の シ ャ349
(1847)*ル ル とベル ト
1月,次 いで シ ャルル と母親 との度重な る不353
4月?和
5月 一E月 シ ャルルはエ ンガの手紙を見つ354
け る
7月 墓参 りの シ ャルル とベル ト354
8月 アル グーユの市で ロ ドル フに出355/356
会 う
'シ ャルル ・ボヴ ァリーの死356
日付不 詳 母親 ボヴ ァリー夫人の死356
(11月 か12月)
1848当 初 ベル トは伯母 さん に引取 られ る356
185… ベル トは製糸工場 へ356
1856?隆 盛を極め るオ メー356
<彼 は 最 近 レジヨン ・ドヌール356
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7勲章をもらった〉
*訳 註 原文には1847年 の記載はない。「秋一冬」の間,少 なくとも次項の 「1
月,次 いで4月?】 までには年が改まっているはずである。ビス ミュは,フR一 ベー
ルの時間構成の〈匿名性〉を敢てこの部分に強調 したかったのか,あ るいは単に年
。度を画するに適切な箇所を見出せなかったのか,付 度するのみであるが,こ れまで
一年ごとに明記してきた年号をここだけ省略するのは不 自然である。そこで,括 弧
付 きで新年度を付記しておいた。
フ ローベ ールの再三 の否定 にも拘 らず,こ の小説 が非常 には っき りした実
相に基付いて 描 かれたもので あ ることは,今 日明 らか に されてい る。 ここ
に,そ れを列挙す る暇は ないが,し か し,そ の一例 として,ア マールに嫁い
だ カ ロ リー ヌ ・フ ローベールの人物 につ いては特記 しておかね ばな るまい。
彼 女の天折 と葬儀が 『ボヴ ァリニ夫人』 の類似 した挿 話に若干 の細 部描 写を
提供 してい る。『〈ボヴ ァリー夫人〉 の生成』(P.108-109とn.48)で,クロ
デ ィー ヌ ・ゴ ト・メル シュは 次 の よ うに 指摘 してい る。<カ ロ リー ヌの死 と
エ ンマの死の叙述 の間 に,幾 つかの類似点を立証す るこ とが出来 た。 ……二
人 とも花嫁衣裳が着せ られ る。 シ ャルルがエ ンマの墓 に突伏 した よ うに,カ
ロ リーヌの夫は妻 の墓 に 突伏 する〉 と。 これ は 暗合や 偶然 の一致で は あ り
得 ない。 いかな る絆 によって フ ローベール と妹が結びつ いていたか,こ の最
愛 の妹の子供,カ ロリーヌに寄せた 彼 の愛情 が 作家の生活を どれほ ど 輝 か
せ,や がて暗 くしたか,周 知の通 りであ る。晩年 には,こ の溺愛 の姪 の一時
期 の夫 コマ ンヴィルが負 った借金を彼は余儀な く背負込む こ とになる。そ こ
で,フ ローベ ールは忘れ なか った(そ して,忘 れ るこ との出来 ない)と りわ
け痛 ましい個人的 な思 い出 によって,葬 儀 の場面を描 いている。 ところ で,
この仮説にはひ とつの確証があ る。一 シ ンポジュームに参加 した高等師範
学校 教授のFジ ェ ・フ ァイ オールがJ・ セパ シ ェと私 に指摘 した ところに よ
れば,エ ンマが砒素を飲む 日,す なわ ち1846年3月23日 月曜 はカ ロ リー ヌ ・
アマールの 命 日に 当たる18)。 こんな対比 が 読 者の胸中 に 浮 かぶ こ とを,フ
ローベールは 希 っていた のだろ うか。女主人公 が 致 死量 の 毒 薬 をロ甲る瞬 間
が,こ の年 の この 日の この時間頃 に うま く設定 され よ うと,彼 は予測 し得 た
だ ろ うか。 そ して,こ の発見 によって,彼 が小説中 に組込 も うとした最 も悲
痛 な メッセー ジの一端が解読 され ることになるだ ろ うと,予 測 し得 ただ ろ う
か。 私はそ うは思わない。む しろ,創 作の一瞬 に 自らの肖像 を描 いた り,壁
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8掛け の奨 にい としい名前を織込んだ りす る芸術家の よ うに,フ ローベ ールは
イ ソ 　メ モ リ ア ム
自らの小説の真只中に 「哀悼碑」のようなものを建てたかったのだと,し か
し,こ の秘かな愛情の証が暴露されることは決 して希 っていなかったと,私
は思 う。
これが凡てではない。 レオ ンとの交情 の盛ん な時期,エ ンマは商人兼 高利
貸のル ウル ーか ら支払い請求を受け るが,こ の時,ル ウルーは彼女 に関す る
帳 簿のペー ジを読 んで聴 かせて,以 下のペ ージに遡 る。
<え えっ と…… こ うっ と……8月3日,200フ ラン……6月17日 には,150
……3月23日 ,46… …4月 には……〉(Voyons...voyons_1e3aoαt,deux
centsfrancs_Au17juin,cent-cinquante.,.23mars,quarante-six...
Enavri1_〉,p.292)
J・ シェバ シ ェは,こ の列挙中で,「46」 は 年 を 示 し得 えないか,す なわ
ち,日 付の補足部分を構成 した ものでは ないか と,か ねがね疑問を撮 して い
た。 それに,実 際,エ ンマが他の金額の よ うに,ラ ウン ド・ナ ンバ ーで表 さ
れていない金額を借 りた とい うのは,唐 突 に思 える。 いずれ にせ よ,こ れ は
この借 金の小説 中で 唯一 の 例 とな るだ ろ う一 シャルル も エ ンマ も 百 フ ラ
ン,時 には千 フランの単位で借 りているのだ。 しか しなが ら,こ の仮説は こ
の形の下 では受容れ ることが出来 ない。 オ リジナル版 か ら作者が見直を した
版 まで,こ の作品の どの版において も,'月(3月)と 年を示す ものか もしれ
ない数(46)の 中に句点が抹消 されて いないのだ。一方,そ れでは何故,前
に署 名 された 借 金 に 関 してで はな く,年 が ここで 述 べ られたのだろ うか。
「46」が年だ とすれ ぽ,借 りた 金額 は どれほ どな のだ ろ うか。 省略法の 配慮
に よって,作 者が高利 貸 に言葉を遮 ったな ど と言わぬ よ う!そ の理屈 で い
くと,ル ウルーは語気を強めて 「4月 には」を語 り出すためだけ に一旦 口を
喚 んだ とい うこ とになるだ ろ う。 この3月23日 に借 りた金額だけが漏れて い
るこ とになるのだ ろ うか。 結局,前 述の諸 々の論証 よ りもっと確実な論証は
こ うである。「46」は 年 を表す とは 考7i..られない。 とい うのは,エ ンマが砒
素を岬 るのが正に1846年3月23日 であ り,ル ウルーがエ ンマに示す帳簿で,
この 日付 がすでに過 ぎ去 った 日付の よ うには表示 し得 ないか らであ る。 従 っ
て,こ の数字 はエ ンマの借 金を表 した もの と見倣 されなけれぽな るまい。 し
か し,実 質的には間違 った先 ほ どの仮説が,新 た な力を盛返 えすのは ここに
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9おいてである。 フローベールは,そ の記憶 の表明では虚ろ に響 く数字だが,
エ ンマ もル ウルー も気付 かない,フ ローベール に とってだけ前兆的 な意味 を
持 つ数字 を,わ ざわ ざ選 んだ。 一 日一 日,一 月一月,一 年一年,エ ンマの運
命 が冷酷 に記述 され る負債の台帳 の上 で,こ の全体(3月23日 ……46… …)
はカ ロ リー ヌの死を語 り,エ ンマの死を告げ る。 ソフ ォク レス のrオ イディ
プス王』 において,不 幸の印が主 人公 た ちの知 らぬ間 に増 して い くのが,少
な くとも観客 には見 て取 れ るよ うに。.もっと口の堅い,謎 を秘めた フ ローベ
ールは,自 分 自身 に しか合図を しない。読 みのみが,こ の第二 の メ ッセ ージ
を傍受 しなが ら,同 時にア リス トテ レスが言 お うとした意味での 「悲 劇」作
品 の悲劇 的な深みを発見 する19)。
43… …46… …エ ンマの生 と死に鍵 とな る年。 これ らの数字は執 拗 に駆けめ
く・る。43人 の会食 者が シャルルの結婚式 に 参 加す る(P.27)。 ロ ドル フの逃
走 の後,シ ャルルは43日 間妻を徹 夜で看病す る(p.215)。 ルオ ー爺 さんは骨
折 で46日 間 ベ ッ ドに就 いてい る(P.18)。 偶 然 と言 え るだろ うか。他のデ ー
タ(シ ャルルは丁度 ギ3ス'タ ー ヴの兄 ア シルの年齢 であ り,34歳 の ロ ドル フ
(p.133)は エ ンマの兄 と正 に同年 である20))を 集積 しなが ら,兄 と妹をあ る
方法で結婚 させ,い わぽ恋人 を兄 の代理 とした作者の中に,精 神分析的 な含
意 を究 明す る時が すでにや って来ていないだ ろ うか。 これ以上 言 及 す るに
は,私 には基礎知識 が臭 い。 しか し,'こ の足跡の方 向 にはおそ らく沃野が拓
け ることだ ろ うと思 っている。
ロジ ェ ・ビス ミュ
1973年2月
補 註
1)「 ある青年の物語(=歴 史)」 が,ギ ュス歩一ヴ・フローベールによってこの小
説に与え られたサブ ・タイ トルである。
2)シ ンポジュームの準拠テキス トとして選ばれた版は,ゴ ト・メルシュ夫人の監
修した版(ガ ルニエ叢書)で ある。本論中の小説の引用は凡てこの版を参照。
3)《 教会はシャルル10世 治下の晩年に新 しく建てなおされた》(p.73)。 す で に
(p.47),ヴ ォピエサール城主のダンデルヴィリエ侯爵が,「 政治生活への復帰」
を狙っている王政復古時代の閣外大臣として紹介されている。
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4)《 彼の父,元 軍医補で,1812年 頃の徴兵事件に連座して,そ の時期に退役を余
儀なくされたシャルル ・ドニ ・バル トロメ ・ボヴァリー》(p.6)は,そ の後間
もなくメ リヤス商の娘と結婚する。それ故,シ ャルルの誕生は1813年 かその後
としか考え られない。
5)ジ ャック ・セパシェの着眼は以下の通 り。
1843年9月4日 月曜は レオポルディーヌ・ヴァクリー ・ユゴーがヴィルキエで
溺死した日に当た り,水 と嵐のテーマがエ ンマの希望喪失のテーマと結び付い
ている可能性がある。『ボヴァリー夫人』Madameβo搬7ッ(し か も,『 ノー ト
ル=ダ ム ・ド・パ リ』No'7ρDα 物4θ.P8嬬 と2ケ 所も音が合った題名にま
で)に は,ヴ ィクトル ・ユゴーに明示される典拠がかな りあって,こ の照応は
偶然の一致以外のものと見倣すに価する。
6)シ ャルルが1813年 に生れたとすれば(補 註4を 参照),1828年10月 に一 この
頃,シ ャルルは15歳 くらいになっているはずである一 小説が始まることに異
論はない。しかし,一 方ではシャルルの修学期間(次 の補註を参照)に 関して,
他方では トス トでの結婚生活の期間(補 註15を 参照)に 関 して,あ る不正確が
生じてくるので,こ の冒頭の日付については,1828年 か ら1830年 の 「幅」を以
って考える方がよいだろ う。
7)補 助医科には3年 間の速修養成があった(「フローベール友の会誌」37号,1970
年12月,ガ ルラン博士の論文 『シャルル ・ボヴァリーの肩書,補 助医』p。24-
30を参照)。 しかも,フ ローベールの筆に従って,私 は こう理解 している。 シ
ャルルは3学 年の勉強を や り直すのだと。その 論拠 として,次 の原文(p.12)
を挙げ よう。<そ こで,シ ャルルはまた 勉強を や りだした。試験の科 自を欠か
さず予習して,問 題は皆な前以って暗調した〉。この 「前以って」は先生の そ
の後の講義 との関係でしか意味を持ち得ない。従って,こ れはシャルルがその
講義を再び受けたとい う証拠である。彼が11月 の試験に 合 格 していたとすれ
ば,.起 こらなかったことである。シャルルが学年を再び始めなけれぽならなか
った とすれば,母 親のボヴァリー夫人が7月 の落第を夫に隠しおおし,こ の留
年を夫に得心させること(p.11参 照)が どうして出来ただろ うか。この点,ま
, こ と に尤 もな 話 で,J・ セ パ シ ェの反 論 も妥 当 で あ る。 シ ャル ル の修 学 の総 年
数 が 私 の推 定 よ り も1年 縮 め られ な け れ ば な らな い とす れ ば,小 説 の開 始 を1
年 遅 らせ て整 合 す る こ と も出来 よ う。
8)彼 女 は3月 に 亡 くな る。 と ころ で,彼 女 と の結 婚 生 活 は14ケ 月 だ っ た。
9)《 昨 夜 隣 家 で 「公 現 祭 」 の祝 い を した 帰 り道 に,彼 は 足 を折 っ て しま っ た 〉(P.
14)。 彼 は46日 後 に回 復 して い る の で(p.18),シ ャル ル の 治 療 が1月6日 に始
ま った とす れ ば,こ の回 復 は2月21日 か22日 に 置 か れ る。
10)《 彼 は 何 も彼 も 昨 日の よ うに,す な わ ち5ケ 月前 と同 じ よ うに 見 出 した 。〉(p.22)
11)〈 聖 ミシ ェル祭 の頃 に … …〉(p.25)
12)〈 ・… ∵来 会 の春 の 頃 に は 〉(p.26),《 青 々 と した 小 麦 の 問 を うね った … …〉(p.28)
13)《 … … ヒナ ゲ シ を誓 っ た り… … 》(p.46)
14)《 梨 の花 が咲 く頃 に な る と,彼 女 は 暑 さ の訪 れ に 息苦 しさ を 覚 え た 。〉・(p.64)
15)ヴ ォ ビエ サ ー ル の舞 踏 会 の 記念 とな る9月 と,ボ ヴ ァ リー 夫 婦 が ヨ ン ヴ ィル に
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向けて トス トを発つ3月(こ の3月 は疑問の余地なく1841年 のことだと考え ら
れる。何故な らば,こ の 日付と1843年9月4日 の間で,年 表がぴった りと整合
するか らである)と の間に,1年6ケ 月が経過するのか,あ るいは単Y'.6ケ 月
が経過するのか見極めなけれぽなるまい。四旬節に関する作者の筆は曖昧であ
る。1840年 には四旬節の初 日 「灰の水曜 日」が3月4日 に,1841年 には2月24
日Y:当 たる。双方いずれの場合にも,「四旬節の数日」(p.68)の 間息子の家に
滞在する母親ボヴァリー夫人は,3月 にそこに居ることになる。彼女が嫁の性
格の豹変に驚くのは,こ の滞在の期間中である。 このことが妻に空気と環境を
変えてやろ うとシャルルに思い立たせる。ところで,こ の日付(い ずれにせよ,
3月15日 か20日 の前後)と トス ト出発(同 じ3月 なのだ!)と の期間に,シ ャ
ルルは妻を恩師に診せて,踏 査をして,ヨ ンヴィルの薬剤師とかなり長い手紙
を取 り交して,こ の地方を選定して,引 越 しの準備をして,や っと出発となる
訳であるが,こ のような時間がシ寺ルルにあった とすれば,そ れはどのように
考えればよいのだろ うか。母親ボヴァリー夫人の トス ト滞在が1840年 の四旬節
の間だったとすれば,大 変 うまくい く。ルオー爺さんが娘を訪ねて来 るのも同
じ年である。2月 末と書かれたルオー爺さんの訪問が,爺 さんの後にやって来
た母親ボヴァリー夫人の訪問より後に描かれているのは,大 した意味はない。
この小説中には,他 にも2例 の時間錯誤が認め られる。最初は,エ ンマの妊娠
に関 して,作 者はヨンヴィル到着の後で,す なわち出 産 の遅 くとも3ヵ 月前
に,彼 女の驚 きを描いている。妊娠の初期に感 じるこの驚きは,ま だ トス トに
いる時に起 こらなければならないはずである。次に,フ ローベールは,オ メー
とボヴァリーの関係が冷やかになったと強調した後で,エ ンマの墓石の選択で
オメーの果たす役割(p.352)を 詳述 している。このふたつの挿話は時間的には
逆になっていなければな らない。
舞踏会の記念とヨンヴィル移転の間に,6ケ 月ではなく,18ケ 月を介在 させる
必要性について先ほど述べたが,エ ンマの妊娠はそれを立証する。移転の際,
エンマは妊娠6ケ 月*で ある(こ の時3月 で,ベ ル トは6月 に生れるはずであ
る)。 母親ボヴァリー夫人の訪問,ル オー爺さんの訪問,エ ンマの悲嘆,シ ャ
ルルの心配と奔走,こ れ らが凡て同 じ月だとすると,こ れだけいる人物の誰一
人として(エ ンマ自身さえも)彼 女の妊娠に気付かない,疑 いも抱かないとい
うのはおか しい。 ラリヴィエール博士も3月 に診察してお り,そ れに作者が長
舌をふるった氏の偉業に賭けても,こ こまで進んだ妊娠をどうして見立てられ
ない ことがあろうか。そこで,ト ス トを発つ時,エ ンマは妊娠初期だったとす
るか(こ の場合,ロ レ小母さんを 「暑い季節の盛 りに」((p.97)訪 れることに
なっているが,そ の時期を算定するには,時 間的に 処 理しがたい 困難が生 じ
る),あ るいは,妊 娠6ケ 月の エ ンマを連れて トス トを出発するのが,ル オー
爺さんや母親ボヴァリー夫人の訪問の1年(10日 や15日 ではない)後,1841年
3月 とするか,い ずれかに認めざるを得ない。
16)《6週 間の物忌がまだ続いているかどうか暦で確iかめもせず……》(p.93)
17)〈6週 間が過ぎた。 ロドルフはやって来なかった。ある晩,や っと現れた。〉(p.
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159)』 ・
.18)こ れ は ジ ャ ッ ク ・シ ュ フ ェル が フ ロー ベ ール の 年 譜 で 記 した 日付 で あ る(『 ボ
ヴ ァ リー夫 人 』 と 『三 つ の 物 語 』,ガ ル ニエ ・フ ラマ リオ ン版)。 フ ロー ベ ー ル
の一 通 の書 簡 に一 日付 無 し。 但 し,1846年3月24日 と割 出 され て い る一 カ
ロ リー ヌの葬 儀 の模 様 が 詳 らか に 語 られ て い るが,な に せ 不 測 の事 態 で,彼 女
の死 は1日 か2日 前 だ った 可 能 性 もあ る。 い ず れ にせ よ,フ ローベ ー ル に と っ
て苦 悶 の一 年 とな っ た(父 も亡 く して い る。 同 時 に,ル イ ーズ ・コ レと の関 係
も始 ま る。)こ の年 は,彼 に 混 乱 した 数 々 の 思 い 出 を 残 し,彼 の 記 憶 は 時折 り
戸 惑 い が ち に な っ た 点 が 認 め られ る。
19)同 じ種 類 の効 果 が,お そ らくス タ ン ダー ル の 『赤 と黒 』 の 中 で も追 求 さ れて い
る。 例 えば,ジ ェ リア ン ・ソ レル が レナ ー ル 夫 人 に勧 め られ て,瞑 想 す る た め
に教 会 に出 か けて,祈 薦 台 に 投 げ 捨 て られ た 新 聞 に 次 の よ うな 記 事 を 読 む場 合
で あ る。<… 日,ブ ザ ン ソ ンで 処 刑 され た ル イ ・ジ ャ ン レルの処 刑 と最 後 の模
様 〉。 ル イ ・ジ ャ ン レルLouisJenrelは ジ ュ リア ン ・ソ レルJulienSore1の
ア ナ グラ ム で あ る。 ル ウル ー の 帳 簿 に 書 込 まれ た エ ンマ の よ うに,ジ ェ リア ン
は 自分 自身 の 死 の宣 告 を そ れ と知 らず に 読 ん で い た の で あ る。
20)年 表 を 参 照 し よ う。 エ ンマ は1838年 の 春 に 結 婚 して い る。 フ ローベ ー ル が ル
オ ー爺 さ ん の 次 の 回 想 を 頭 に 浮 か べ るの は,こ の時 で あ る。 《皆 な,遠 い昔 の
こ とだ!息 子 が生 きて い た ら,今 は30歳 に な っ て い る はず だ!〉(p.32)。 エ
ンマ が ロ ドル フと謝 り合 う年,1842年 に は,こ の息 子 は ロ ドル フ と同 じ34歳 に
な る はず で あ る。
*訳 註 フランスと日本では妊娠月の数え方が違 っている。日本では28日 を1月
として出産までを 「10ケ月」と計算するが,フ ランスでは最終月経日か ら2週 間後
を受胎 日と考z.,そ れか ら数えて 「9ケ 月」が妊娠期間となる。従って,こ こでビ
ス ミュの言 う《6ケ 月〉は日本の妊娠月で 「7ケ 月末か8ケ 月に入った頃」となる。
.尚,後 の本論に書かれた妊娠月は,す べて日本の慣習に従ったものである。
※ ※ ※
ク ロ ノ ロ ジ 　
ピス ミュの 年 表 は,時 間座標 の大組 みに於て,先 駆 のE・ ボヴェの年表
(「文芸研究」 第54号 を参 照)と 変 らない。 双方共 に,〈9月4日 月曜〉(第2
部12章)を キー ・ワー ドに年を割 出 し,そ れを原点に して前後の各挿話 の年
月や季節 を起 算 してい る。 そ して,実 際の物 語の開始=〈 公現祭〉(第1部2
章)を1837年,エ ンマの服毒 を1846年 として,そ こに9年3ヵ 月の 「死 の歴
史」 を見 てい る。勿論 部 分的な相違 は幾つか指 摘で きる。例 えば,レ オ ン
がパ リへ修行 に発 つ(第2部6章)の を,ボ ヴェは 《5月 末か6月 上 旬〉,
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ビス ミュは 《5月 〉 と算定 している。 また,攣 足 手術の失敗 によってエ ンマ
とロ ドルフの関係 が再 び燃 えあがる(第2部11章 一12章)時 期 を,ボ ヴ ェは
〈6月 〉,ビ ス ミュは 〈5月 〉 と読 んでい る。そ れに,挿 話=項 目の立 て方 も
ほぼ共通 しているが,各 自め試論的意 図に従 って,一 方 にあ って,一 方 に無
い,ま た,.同 じ記載 で もそれ ぞれ の個 人的な拘 りが内容の 詳 略 に 顕れ てい
フイナリテ
る。作品の年表 が最終 的な合 目的 性ではな く,あ くまで もフ ローベール文学
へ のア プローチの一途 である以上,項 .目の立 て方 にそれぞれの恣意が出 るの
は 当然 であ る。.ピス ミェが論題 にSur観 θchronologie_と[不 定冠詞」
を用 いたの も,そ こに意味 がある0
しか し,両 者 の決定的 な相違 は次 の二点 であ る。先 ず第一は,ボ ヴェの年
表が く公現祭〉か ら く砒 素〉 までを基底 として,第1部1章(プ ロ ローグ)
と第3部11章(エ ピロー グ)を 付 記 として扱 ってい るの に対 して,ビ ス ミュ
は 「物語」 のくそれ以前 ・以後〉 として詳細 に推論 し,年 表の中で捉 えて い
る点で ある。それ に関連 して,父 親 ボ ヴ ァリーの結婚年の推定(「 補註4)」
を参照),冒 頭のNousの 時点 の 弾 力的な 解 釈(「 補註6)」 を参照),シ ャ
ルルの修学年数 の論考(「 補註7)」 を参照)な ど,注 目に価す る指摘が看取
され る。第二は,第1部9章 一 第2部3章 の 「ヨンヴィル移転 」か ら 「ベル
トの誕生」 に亘 る時 間構成 の解釈 であ る。 ボヴェもビス ミュもこの箇所 には
共 に戸惑 いの口吻 である。 いずれ にせ よ,ど んな時間的処 理を工夫 した とこ
ろで,何 らかの〈解釈〉 を加fxず1こ,こ の箇所 を年表の中で整合 させ るこ と
は不可能で ある。 力学 的バ ランスを保 っていた傘 の骨がり本折れた よ うに,
ひき っ たる一点を無理に符合 させると,必 ず他のどこかに引攣れや弛みが起こる。結局,
彼 らは個々の解釈に立って一 作品をなんらかの形で無視して一 年表を作
成するしがなかった ようだ(し か し,そ の〈解釈〉が作品を超 えては意味を
失 うのだが)。
ボヴェは第1部9章 の 「妊娠」と第2部3章 の「出産」を切離 して考える。
すなわち,1840年3月 の 「妊娠」 と1841年4月 の 「出産」の間にく空白〉を
介在させる。一 〈3月〉に妊娠 した とすれぽ,出 産は遅 くとも 「12月下旬」
に行なわれなけれぽならない。 ところが,テ クス トの自然描写と記述は 「4
月」を暗示 させる。出産を4月 とすれぽ,翌 年の4月 を想定するしかない。
この見えない作品中の空白を作者の 時間錯誤 と呼ぶならぽ,そ れは 作品の
「ふたつのヴィジ ョン」の葛藤から起こったものだろ う。当面の 物語の 進行
152
14
おもやつ
(ト ス トの惨 な 結婚生 活へ の訣別 ・妊娠 の事 実)と 産後 の面責れ したエ ンマ
と青年 レオ ンとの美的,心 理 的な散 歩の情景。 この時間構 成 としては背反 す
るふたつの ヴィジ ョンの〈結婚〉がそ こに決行 されたのだ と。
一方 ,ビ ス ミュは第1部9章 か ら 第2部3章 まで 連 続 した 時間 の中で,
「妊娠」 と 「出産」 を捉 え る。そ の代 り,第1部9章 の中に く空白〉 を介在
させ る。 すなわ ち,母 親 ボ ヴァ リー夫人 の トス ト滞 在,ル オ ー爺 さん の 来
訪,エ ンマの病気 など一連の挿話は1840年2月 以降のこ と,そ して,「 ヨン
ヴィル移転 」は翌年の1841年3月 の こ とと見 る。一 舞i踏会の記念月 〈9月 〉
か らヨンヴィル に移転(3月)ま で を 「6ケ 月」 と見倣 して,第1部 と第2
部を連続 して読 む こ とも考Txら れ るが,以 下 の二点か ち 「1年6ケ 月」を挾
んで読 む方 が 妥 当 と 思われ る。先ず は,四 旬節(1840年 は3月4日)か ら
く3月 〉の移転 までに,来 客 ・受診 ・踏査 ・往復 書簡 ・準備 と,こ の 短 期 間
には不可能なほ どの挿話が盛 られてい る。次 に,出 産を 「5月 末一6月 初 」
とす ると,ヨ ソ ヴィル 移転 の時,エ ンマは すで に 妊 娠7ケ 月末 か8ケ 月初
で,名 医ラ リヴ ィエLル 博士 を含め誰一人 として(エ ンマ 自身 さえも)そ れ
に気付 いてい ないのはおか しい。以上 の点 か ら,第1部9章 最後の2ペ ージ
足 らず(Conard版 で)の 間セこは1年 間の 〈空白〉 が 織込 まれ ているのだ
と。
<QuandonpartitdeTostes,aumoisdemar;,MmeBovary6tai‡
ellceinte.〉(P.94)
〔3月,ト ス トを発つ時,ボ ヴァ リー夫人は妊娠 していた。〕
この第1部 終 章の最後 の一文 にあ る く3月 〉 と 「妊娠 」の事 実 を,物 語 の
中で どの よ うに時間処理 をす るか に,ボ ヴェもごス ミュも腐心 している訳で
あ る。 前者は この一文を無視す るこ とによって,後 者はくそれ以前〉 を無視
す ること一 勿 論,ビ ス ミュが言 うよ うに,誰 一人 としてエ ンマの妊 娠 に果
して気付いていなか ったか とい う問題 も含めて一 によって,年 表を作成 し
た。そ れでは,可 能な限 りテ クス トに忠実 な〈読み〉に支 え られた年表が成
立 し得 ないだ ろ うか。 それを これか ら試みてみ よ うと思 う。だ が,断 るまで
ある
もな く,そ れは やは り 〈une>年 表 にす ぎない。更 に言 えば,フ ローベ ール
の小説 は物理的 な時間では計れない ところ に構築 されているので,作 表を崩
あ る
してい く過程 に こそ彼 の 〈un>レ ア リス ムが垣 間見xる のか も しれない。先
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ず は,ど こか ら崩 れてい くのか見 るため にも,テ クス トに根差 した年 表を作
ってみ よ う。
範 囲を第1部9章(P.87)か ら第2部3章(P.132)に 限定 して(但 し,
傍証 として第2部6章 の一部を援用),「 ヨ ンヴィル 移 転 」「妊娠 」の側 国視
点11と 「出産」の側 匡視点2〕 か ら時間構成 に迫 ってみ よう。
Q視 点1コ
<Dさslecommencementdejuillet,ellecomptasursesdoigtscom.
bier.desemainesluirestaientpourarriveraumoisd'octobre,pensant
quelemarquisd'Andervilliers,peut-etre,donneraitencoreunbal
alaVaubyessard.Mais『toutseptembres'6coulasanslettres,ni
visites.〉(P.87)
〔7月 の 初 め か ら,10月 が 来 る ま で に 幾 週 間 あ る の か 指 折 り数 え た 。 そ の
頃,多 分 ま た ダ ン デ ル ヴ ィ リエ 侯 爵 が ヴ ォ ビ エ サ ー ル で 舞 踏 会 を 催 す だ ろ う
と 考 え た の だ 。 し か し,9月 い っ ぱ い 手 紙 も 訪 間 も な く過 ぎ て し ま っ た 。〕
ビ ス ミ3が 第1部 終 章 の 〈3月 〉 ま で,「1年6ケ 月 」 と 算 定 し た 起 点 と な
る の が,こ の 場 面 で あ る 。 や が て,秋 も 過 ぎ,冬 が 訪 れ る 。 ボ ヴ ェ と ビ ス ミ
3の 試 算 し た 年 に 従 え ば,1839年 か ら1840年 に 年 は 改 ま る 。
〈L'hiverfutfroid.〉(p.88)
〔冬 は 寒 か っ た 。〕
《四 旬 節 〉 に 母 親 ボ ヴ ァ リー 夫 人 が,〈2月 の 末 頃 〉 に ル オ ー 爺 さ ん が トス
トに や っ て 来 る 。
.『<Elle,laissaitmaintenanttoutallerdanssonmenage,etMme
Bovarymさre,lorsqu'ellevintpasseraTostesunepartieducar6me,
s'6tonnafortdecechangement.〉(p.91)
〔彼 女 は 今 で は 家 事 の こ と を 一 切 構 わ な く な っ た 。 シ ャ ル ル の 母 が 四 旬 節
の 数 日 を 過 ご し に トス トへ 来 た 時,こ の 変 化 に 驚 い た 。〕
<VersIafir.def6vrier,lepさreRouault,ensouvenirdesagu6ri.
son,apportalui-m61neasongendreunedindesuperbe,et量1resta
troisjour:aTostes.〉(P.92)
〔2月 の 末 頃 に,ル オ ー 爺 さ ん は 全 快 の 記 念 に と い うの で,見 事 な 七 面 鳥
を 婿 の と こ ろ へ 持 っ て 来 て,ト ス トに3日 泊 ま っ た 。〕
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《四旬節 〉は復活祭 との絡 みで流動す るが,1840年 は3月4日 か ら始 まる。
従 って,時 間的 には,ル オー爺 さんの訪問(2月 末)の 方 が先行 しなけれ ぽ
な らない。 ところが,フ ローベールは逆 の順序 で記述 してい る。ビス ミュは,
この時 間錯 誤を作者 の手法 と考x,類 例を2箇 所 挙げて(前 訳の 「補註15)」
を参照),「 大 した意味 はない」 と述べてい る。.実は,こ れは フ ローベールの
時 間構成 のひ とつの結論 的な特 徴で,何 故,ビ ス ミュはそれを識 って いて,
他 に派及 的に推論 しないのだ ろ うか。 その後のあたか も短期 間 に繰 り拡 げ ら
れ たかに見 える 「エ ンマの変貌」 も 「シャルルの奔走」 も,あ る時期か ら並
行 して起 こ り,行 なわれたこ とだ と,何 故,ビ ス ミュは読 まないのだ ろ うか。
『ボヴ ァリー夫人』 に 限 らず,フ ローベールの 小説は,他 の作家 に見 られ
ない くらい一見見事 な時間座標 が組 まれて いて一 だか ら,フ ローベール以
上 に クロノ ロジーが問題 に され る作家 もい ない一 そ こに直線的 な時間 が流
れ ている よ うな印象 を受 け るが,詳 細 に検 討を加 えると,不 思議 な反 レア リ
スムの時間が流れてい ることに気付 く。そのひ とつが ここに も読 まれ る〈時
間 の並行〉 である。『ブヴ ァール とペキュシ ェ』 がその 好 例 で,二 人 の老学
徒が百科全書的 な研究(農 業,化 学,医 学,考 古 学,歴 史学,文 学,美 学,
政治学,法 学,社 会学,保 健体育,神 秘学,哲 学,宗 教 教 育な ど)を20余
年の間 に次 々 と試み ては失敗す る。直 線的な配列 と時間 が構成 されてい るよ
うに一読思われ るが,実 際は多重構造 にな ってい る。少 な くとも,実 験の結
果が一年 に一度 しか 出ない 「農業」一 園芸,農 耕,果 樹,造 園,貯 蔵食 品,
蒸溜酒造一 だけで,も う物語 の時間は 消 費 されているはず であ る。 それ
に,他 の研究 と違 って,「 農業」は 彼 らの経済的基盤iと も な ってい る。下 図
に示す よ うに,Aに 読め て,Bに 読み得 る並行 的な時間 が 『ブヴ ァール とペ
キ ュシ ェ』 には組 まれて いる(あ るいは,も っ と多重的 な図表 も考 え られ よ
う)。
Aト 塁_茎→ 一_..
?…
??
?
?
それ故に,ピ ス ミュも認めた時間の可逆的なふたつの描写のように,以 下
の描写を 〈その後〉 に繋がる直線的な時間の中で 必ずしも捉えることはな:
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いo『
《Ellepalissaitetavaitdesbatsementdecceur.〉(p.92)
〔彼 女 は 蒼 ざ め て,動 悸 が し た 。〕
<Endecertainsjours,ellebavardaitavec.uneabondancefebrile;
acesexaltationssuc(}6daientt6utacoupdestorpeurso亡elleresta至t
sansparler,sansbouger.〉(P.93)
〔数 日間,熱 に 浮 か さ れ て 喋 りた て る か と 思 う と,そ うい う興 奮 に 突 然 の
無 気 力 が 続 き,も の も 言 わ ず 身 動 き も し な か っ た 。〕
・<CommeelleseplaignaitdeTostescontinuellement,Charlesima.
ginaquelacausedesamaladie6taitsansdoutedansquelquein・
fluencelocale,et,s'arretantacetteid6e,ilsongeasεrieusemとnta
allers'6tablirailleurs.〉(p.93)
〔妻 が い つ も トス トの 苦 情 を 言 うの で,シ ャル ル は 病 気 の 原 因 は 何 か 場 所
の 影 響 だ ろ う と 考 え,そ れ が 頭 に こ び りつ い て,他 所 へ 引 越 し す る こ と を 真
剣 に 考 え る よ う に な っ た 。〕
<Illaconduis三taRouen,voi}'sonancienmaitre,C'6ta量tune
maladienerveuse:ondevaitlachangerd'air.〉(p.93)
〔彼 は 妻 を 連 れ て ル ー ア ンへ 行 き,恩 師 に 診 察 し て も ら っ た 。 神 経 性 の 病
気 だ と言 う。 転 地 す る の が よ い 。〕
<Aprさss'etretourn6dec6t6etd'autre,Charlesappritqu'ily
avait,dansl'arrondissementdeNeufchatel,unfortbourgnomm6
YonviHe-PAbbaye,_Alorsi16crivitaupharmaciende1'endroit...
et,lesr6ponsesayant6t6satisfaisantes,ilser6soluad6m6nager
versleprlntemps,silasant6d'Emmanes'am61ioraitpas,〉(p.93
～P .94).8
〔あ ち こ ち 捜 し て,ヌ シ ャ ー テ ル 郡 に ヨ ン ヴ ィ ル ・ ラ ベ ー と い う小 さ な 村
が あ る の を 知 っ た 。 … … そ こ で,土 地 の 薬 剤 師 に 手 紙 を 出 し … … 返 事 は 満 足
で き る 内 容 だ っ た の で,エ ン マ の 健 康 が よ く な ら な け れ ぽ,春 ご ろ に 移 転 し
よ う と決 心 し た 。〕
そ し て,問 題 の 最 後 の 一 文 。
《3月,ト ス トを 発 つ 時,ボ ヴ ァ リー 夫 人 は 妊 娠 し て い た 。〉
・ こ の 《3月 〉は ビ ス ミ ュ の 試 算 も 容 れ て,下 旬 と考 え る の が 妥 当 で あ ろ う 。
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ボヴ ェは,こ の記述 か ら 「妊娠」 を 「受胎 」 と読み取 ってい る。つ ま り,
エ ンマあるいはシ ャルルの眼を通 して描かれていた物語 の中 に,突 然,物 語
の進行者で ある作者 が顔 を出 し,天 の啓 示の如 く妊娠の事実 を読 者 に告げ る
と解す る。 しか し,〈 半過去 〉はその時そ の状態 にあ らた と叙 してい るので
は なか ろ うカ㌔ ビス ミュ もそ の よう に理解 してい る。そ れでは,こ の時,エ
ンマは妊娠何 ケ月だ った のだ ろ うか。
匡視 点2D
〈Elleaccouchaundinlanche,verssixheures,ausoleillevant.〉
(p.123)
〔あ る 日曜 日,日 の 出 の6時 頃 に,彼 女 は 分 娩 し た 。〕 ・
〈日 の 出 〉 と く6時 頃 〉 の 時 間 的 関 係 に つ い て は,ボ ヴ ェ の 指 摘 の 通 り で あ
ろ う(『 フ ロ 」 ベ ー ル の レ ア リス ム』 参 照)。 が,テ クス トに は 明 確 な 日付 が
記 さ れ て い な い 。 但 し,次 の 記 述 か ら推 測 す る こ とは 出 来 る 。
《Unjour,Emmafutprisetoutacoupdubesoindevoirsapetite
fille,quiavait6t6miseenpourricechezIafemme'dumenuisier,
etsansregarderal'almanachsilessixsemainesdelaVierge
duraientencore,elles'acheminaverslademeuredeRo11et_〉(p.126)
〔あ る 日,エ ン マ は 指 物 師 の 女 房 の と こ ろ へ 里 子 に 出 し て い る 女 児 に ふ と
会 い た く な っ た 。 そ こ で,産 後6週 間 の 物 忌 が ま だ 続 い て い る か ど うか 暦 で
確 か め もせ ず に,ロ レー の 家 へ 出 か け て い っ た 。〕
ボ ヴ ェ も ビス ミ ュ も認 め て い る よ う に,こ の 後 に続 く風 景 描 写 か ら,季 節
は 夏 だ と考x.ら れ る(ボ ヴ ェ43「5月 か ら6月 」,ビ ス ミ ュ は 「7月 初 旬 」 を 推
定)。 特 に,<DansIasaisonchaude,1abergeplus61argied6couvrait
jusqu'aIeurbaselesnlursdesjardins,quiavaientunescalierde
quelquesmarchesdescendantalariviさre,〉(P.130)〔暑 い 季 節 で,堤
が 広 くな っ て,方 々 の 庭 の 石 垣 が 基 ま で む き 出 し に な り,そ こ か ら川 へ 下 り
る 数 段 の 石 段 が 見 え た 。〕 の 文 章 か ら,夏 の 盛 りか,そ れ を や や 過 ぎ た 頃 の
よ うに 感 じ ら れ る。 従 っ て,「7月 中 旬 」 を 採 択 した い 。 作 者 は く産 後6週
間 の 物 忌 が ま だ 続 い て い る か ど うか 暦 で 確 か め も せ ず 〉 と曖 昧 に 重 し て い る
が,ほ ぼ く産 後6週 間 〉 の 頃 で あ る 。 と言 うの は,赤 ん 坊 の 誕 生 祝 い が 行 な
のち
われた後 も,老 ボ ヴァ リー氏は く1ケ 月》 ヨ ンヴィル に逗留 してお り(<M.
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BovarypさrerestaencoreunmoisaYonville_>p.125),エン マ が ロ
レー の 家 を 訪 ね る の は そ の 後 の くあ る 日 〉だ か ら で あ る。 こ れ を 逆 算 す る と,
エ ン マ の 「出 産 」 は5月 末 一6月 初 と な る 。
ま た こ れ は,出 産 の 翌 年(第2部6章)の 次 の 描 写 に よ っ て 検 証 す る こ と
が 出 来 る 。
<...entrelafenetreetlatableaouvrage,lapetiteBerthe6tait
la,quichancelaitsursesbottinesdetricot,etessayaitdeserap・
procherdesamさre,pourluisaisir,parlebout,lesrubansdeson
tablier.
Laisse.moi/ditcelle-cienP6cartantaveclamain.
Lapetitefi11ebient6trevintpluspre:encorecontresesgenoux;
et,s・yappuyantdesbras,ellelevaitversellesongrosceilbleu,
pendantqu'unfiletdesalivepured6coula量tdesa1さvresurlasoie
dutablier.
Laisse-moi!r6P6talaleunefemmetoutirrit6e.
Safigure6pouvantaPenfant,quisemitacrier.〉(p.160)
〔窓 と手 芸 台 の 間 に ベ ル トが い て,毛 編 み の 靴 を は い て ヨ チ ヨ チ し な:が ら,
母 親 に 近 寄 っ て,前 掛 け の リ ボ ン の 端 を 掴 も う と し た 。'
「う る さ い!」 エ ン マ は 手 で 払 い の け な が ら言 っ た 。
娘 は や が て,な お 近 く母 親 の 膝 の と こ ろ へ や っ て 来 た 。 そ し て,両 腕 で 彼
女 の 膝 に す が.り な が ら,大 き な 青 い 眼 で じ っ と見 上 げ た 。 透 ぎ と お っ た 誕 が
一 筋 唇 か ら 前 掛 け の 絹 地 の 上 に 流 れ た
。
「う る さ い!」 エ ン マ は 苛 立 だ し 気 に 繰 返 し た 。 ・
そ の 顔 に 怯 え て,子 供 は 泣 き だ した 。〕
ベ ル トは 既 に くヨ チ ヨ チ 歩 き 〉を して い る 。 生 後10ケ 月 か ら1歳 く ら い の 幼
児 で あ ろ う。こ の 場 面 は,こ の 章 の 冒 頭 近 く の 文 章 《Onetaitaucommence・
mentd'avril,quandlesprimevさressont6closes.〉(P.153)〔4月の
初 め で,桜 草 が 咲 い て い た 。〕 か ら解 る よ うに,《4月 初 旬 》で あ る 。 す る と,
ベ ル トの 誕 生 は 前 年 の4月 か ら6月 の 間 に 当 た る こ と が 算 出 され る 。
以上の 匡視点1D砿 視点2Dの 論考 によって,次 の よ うな年表が得 られ る。
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x年9月'期 待 した舞踏会 の招待状は来 ない。 この頃,エ
ンマは〈期待せ ざる訪問者〉 を懐胎す る/し て
いた。
冬 暗欝 な.日々。変貌 ・奇行 に潜む妊娠症状。
x+1年
シ ャル ルは転地 を考 えは じめ る。
2月 ルオー爺さんの来訪。
四旬節 母親 ボ ヴァ リー夫人 の滞在。'
3月 末 ヨンヴ ィル移転 。エ ンマは妊娠8ケ 月。<エ ンマ
が真先 に降 りて,(女 中 の)フ ェ リシテ,ル ウ
ルー氏,乳 母 が続 いて降 りた』隅 にいるシ ャル
　 、 』 ル を起 こ さなげれ ぽな らなか った 。〉'
5月 末一6月 初 ベル'トの誕生。
7月 中旬'乳 母 を訪問。 レオ ンと散歩。 孕
上 記の年表が,,ボ ヴ ェとビス ミュの年表 と異 なる点はド両者 が何 らかの形
で1年 間のく空白〉を設けて いるの に対 して,連 続 した時間 の中で 「ヨンヴ
ィル移転 」 と 「妊 娠 ・出産」を把握 しているこ とであ る。
この 「出産 」(第2部3章)を 描 く約10ケ 月前 に,フR一 ベ ール は次 の よ
うな手紙 をルイーズ ・コ レに書いて いる。
<今 夜,若 い娘 の夢想 を 頭 に浮 かぶ ままに 書 きなぐってみ ました。 まだ2
週間は この夢 想の蒼 き湖 を航行 しなけれぽ な りません。 その後,舞 踏会へ行
き,妊 娠 に よって終 結す る雨の多い冬 を過 ごす段取 りにな るで し ょ う。そ れ
で,こ の小説 の3分 の1が ほぼ出来 あが る訳です。〉(『書簡』1952年3月27日)
ここに見 られ る よ うに,作 者は エ ンマの妊 娠 を一 どの時期 かは 兎 も角
一 冬 の終 りに想定 してい る。ただ,決 定稿では,舞 踏 会の後 にも う1年 の
経過 を置 いて転居 が行 なわれ る。 しか し,ビ ス ミュが年表 に加 えた よ うに,
更 にも う1年 間のく空 白〉を想定す るのは如何 な ものか。 フ ローベ ール はあ
くまで継承 した時 間の帯 で,こ れ ら一連の挿話を結ぼ うとしてい る。 この意
味で,ボ ヴェのくそ の後 の空 白〉 も,や は り同様 に作者の意図 を超 えてい る。
ここで,も うひ とつのく断 層〉,す なわ ち第2部 と第3部 が どの よ うに分
け られ てい るのか,検 討 してみ よ う。 物語 の展 開か ら見 れば,14章 で第2部
が完結 し一 もっ と正確 には,14章 の 「ルーア ンへの出発」 までが,「 劇場 」
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の前で区切 られ る一 第3部 は 「リュシー ・ド・ラメルモール」 か ら始 まる
べ きであろ う。 少な くとも,挿 話を時間座標 の上 に配置 す るには,そ の方 示
明解であ る。 しか し,15章 は 第2部 に属 しなが ら,同 時 に,物 語構 成の点で
は第3部 の冒頭 ともなっている。 フローベールが第2部 と第3部 を隔てなが
らも隔 てなか った よ うに,第1部 と第2部 も一本の連接 した流れ の中で読 ま
れ得 るはず である。
ところで,ジ ャン ・ポ ミエ とガブ リエル ・ル ルは,フ ローベールの草稿群
か ら別 の 『ボヴ ァリー夫人』 の可能性を試み ているが(『 新 版 ボ ヴァ リー夫
人 』),そ こでは第1部 の最後 の文は<5月,ト ス トを発 つ時,ボ ヴ ァリー夫
人 は妊 娠 していた。〉 とな っている。 との 「5月 」 には補註があ って,<決 定
稿 に見 られ る 「3月 」は 「5月 」 と書 かれ た字 の上 に書き改め られてあ る。〉
と付記 され ている。因み に,問 題 の2部3章 には決定稿 で削除 された一 何
故,フ ローベールは 削除 した かを考 える必要 があ る一 出産の予 定 日が明記
され ている。<そ れに,も っ と楽 しい心配 ご とが起 こ って シャルルの 気 持 を
紛 らわせた。6月 の初め に出産 するはずの妻 の 妊 娠 である》。す る と,エ ン
ヤ は臨 月に ヨンヴィルへ移転 す ることにな る。臨月の引越 しは いか にも無理
があ る。 前述 の 「3月 」「5月 」 の他 に も,「 復活祭の頃」 とか 「復活祭 のあ
と」 とか,移 転 と妊 娠の狭間で思案 した跡が,幾 つか の草稿 に認め られ る よ
うであ る。 この作者の迷想 こそが,第1部 と第2部 の時間の連接 を保証 する
ものであ り,ボ ヴ ェや ビス ミュのく空 白〉説 は作品 の クロノロジ ックな隷属
ではあ るまいか。作品はあ るが ままで読 まれ なけ れぽな らない。 作者は描 く
べ くして描 いている。
<Emmadevenaitdifficile,capricieuse.Ellesecommandaitdes
platspourelle,n'ytouchaitpoint,unjournebuvaitquedulait
pur,et,lelendemain,destassesdethealadouzaine。〉(p.92)
〔エ ンマは気むずか し く,気 紛れ に な った。 自分のため に 料理を作 らせ,
ち っとも手をつけ ない。 あ る日,牛 乳ぽか り飲んだか と思 うと,翌 日は12杯
も紅茶 を飲むのだ った。〕
<Dさslors,ellebutduvinaigrepoursefairemaigrir,contracta
unepetitetouxs6cheetやerditcomplさtementPapp6tit,〉(p.93)
〔それ か らは,エ ンマは 痩 せ るために 酢を飲み,空 咳 を し,す っか り食欲
を失 った。〕
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これ らの文章 が,作 者 の側 か らではな く,周 囲の者 の眼を通 して描 かれた
ものとす ると,本 当は く気むずか し く,気 紛れ になった〉ので も,<痩 せ るた
め に〉酢 を飲 んで いるの で もない。 エ ンマの奇 行 と変貌 は,〈 神経性の病気〉
を否定 しな いまで も,そ の一半 は妊娠症状 の;昂じた現象 と理解 される。 それ
に,ヨ ンヴィル に到着 した時,馬 車か ら真先 に降 りた一 多分,か な り目立
った腹 を突 き出 して一 エ ンマ に続 いて,女 中 のフェ リシテ と く乳母 〉が降
りて来 てい る。
こ うして掩 蔽 された 「時間」を テクス トの中か ら発掘 してみ ると,読 めて
読 み得 ない 「爪の 白 さ」が読 み得 るよ うに(同 誌 第54号 の 拙論 を参照),見
えず見 え得 る物語空 間が拓け て くる。 ヨンヴィル到着 の夜,「 金獅 子」 亭 で
美青年 レオ ン と交わす少女 の よ うな会 話 とそのエ ンマの楚 々 とした姿。 も う
一方 に,脆 弱 と欲望を一杯 に詰込 んだ レオ ンのく腹〉 とグロテス クなエ ンマ
の 〈腹〉。丁度,ロ ドルフ と駆落 を 前 日に迎xた 夜(第2部12章),エ ンマ
の眼に映 った秋の宵が美 しければ美 しいほ ど,不 幸 の闇が一層予感 される よ
うに,〈 夕 日の 景色〉(p.112)や く夢見 させ る音楽〉(p.113)が 無気味 な滑
稽 さで読者 に伝 わって くる。〈男の子〉(P.123)を 想い描 きなが ら出産 を待
った よ うに,エ ンマは舞踏会 の く招待 状か訪問〉(p.87)を 指折 り数 えて待 ち
わびた。 しか し,女 児 の 誕 生 を知 って,<彼 女は顔をそ むけ,気 が遠 くなっ
た〉(p.123)よ うに,彼 女 の肉体 に訪 れたのは 期 待 せ ざ る妊 娠 で あ った。
<イ ン ドの植物 の よ うに,恋 にも 準備 された土地 と特別 の気温 が必要 なので
はなかろ うか〉(p.82)と 考xて,ヨ ンヴィルに 到 着 す る と く真先 に〉(p.
109)降 りて来 たエ ンマ。〈幸福 と情熱〉(P.82)を も う嗅 ぎ 出そ うとす る鼻
孔 と,そ して,〈 腹〉。〈彼 女ぽ顔をそむけ,気 が遠 くな った。〉
<Unsoucimei11eurvintIedistraire,asavoirlagrossessedesa
femme.AmesurequeIetermeenapprochait,illach6rissait
davantage.C'6taitunautreliendelachairs'6tablissant,etcomme
lesentimentcontinud'uneunionpluscomplexe.〉(p.122)
〔も っ と 嬉 し い 心 配 事 が 起 こ っ て,シ ャ ル ル の 気 を 紛 ら わ せ た 。 妻 の 妊 娠
で あ る 。 臨 月 が 近 づ く に つ れ て,彼 は ま す ま す 妻 を 可 愛 い が つ た 。 新 し い 肉
の 絆 が 出 来 て,一 層 複 雑 な 結 付 き を,い わ ぽ 不 断 に 感 じ る こ と で あ る 。〕
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《Emmad'abordsentitungrand6tonnement,puiseutenvied'etre
d61ivr6e,poursavoirquellechosec'6taitqued'etremさre.〉(p.122)
〔エ ンマは最初 大 きな驚 きを感 じた。 が,や がて 母 になる とは どんなこ と
なのか謝 るために,早 く産んで しまいた い気持 になった 。〕
シャルル とエ ンマの双方 か ら妊娠 の実感 が語 られ ている。 この時期 に妊娠
が夫 婦の間で判明 した とす る と,シ ャルル が医者で ある ことも勘案 して,妊
娠2ケ 月前後であろ う。 ピス ミュ も思案投首 の体で あるが(「補 註15)」 を参
照),確 か に,こ の第2部3章 の挿話は 第1部9章 そ 語 られ なけ れぽな らな
い。 少な くとも,テ クス トの記述が時間 を追 って綴 られ ている とすれぽ,不
思議 な配 列 と言わねぽな るまい。 しか し,後 述 する よ うに,ま た ビス ミュも
「母親 ボ ヴァ リー夫人の滞在 」 と 「ルオー爺 さんの来訪」 の挿話 で 認 めてい
る よ うに,必 ず しもフローベ ール は直線的 な時 間構成 を取 っていない。 が,
その問題 は さて措いて,物 語 の筋立 てのみを抄 出すれ ば,第2部1章 は除外
して読 む ことが可能であ る。
〈3月,ト ス トを 発つ時,ボ ヴ ァ リー夫人 は妊 娠 していた 。〉(第1部9章
の最後)
Ui::勇三舞:黛U
<エ ンマが真先 に降 りて,フ ェリシテ,ル ウルー氏,乳 母 が続 いて降 りた。
隅 にい るシ ャルルを起 こ さなけれぽな らなか った。〉(第2部2章 の最初)
そ して更 には,こ の第2部2章 さえ も除 外す るこ とが出来 る。 ヨンヴィル
到着 の 夜 の 数時間一 正確 には,3時 間か5時 間 くらい*一 に充 て られた
一章に過 ぎないか らであ る。従 って,第1部9章 と第2部3章 を繋 ぐ一 つ
ま り,ひ とつの章 として一 読 み方 が 成立 す る(3章 の 冒頭 に<Lelende・
main,asonr6veil_〉(P.119)〔翌 日,彼 女は 眼を覚 ます と……〕 とあ る
よ うに,ヨ ンヴィルでの 生 活の第一 日は ここか ら始 まって いる)。 先 ほ ど第
2部 終章 と第3部 初章 の 時間構 成を検証 した よ うに,「 妊娠」 と 「出産 」を
結ぶ諸 々の挿話をひ とつ の時 間帯 に一括 して考 え られ る。確 かに,ヨ ンヴ ィ
ルの歴史的 ・地理的 な現況報告(第2部1章)と 到着 の夜(同2章)が かな
りの紙数で介在す るので,読 者は随分遠 くに導 かれ て来 た よ うな印象を受 け
る。 だが,繰 返すが,物 語の 時間 の経過 はた った 「1日 」だ けなのであ る。
母親 ボヴ ァリー夫人で さえ 《数 日》,ル オー爺 さんで さえ 《3日 》,第1部9
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章で滞在している。時間座標の中では,「妊娠」から 「出産」に至る挿 話 は
連続 した項 目として記すことが出来る。この見地か らゴエ ンマの く大 きな驚
き〉に対する驚 きは,も はや解消する。 ビス ミュが 「四旬節」について解釈
したように,挿 話が 必ず しも時を追って語 られてはいない。『ボヴァリー夫
人』は逆流や渦流を随所に配した大河なのである。それ故にこそ,他 の作家
には適用 し得ない力域に於いて,フ ローベールの作品が意味を持 って くる。
仮に レア リスムを現実の忠実な再現 と定義するならぽ,フ ローベールはその
文学史的な便法では律し切れない。そこに何 らかの修正がまた別の文学史に
よって試みてこられた訳で一 少な くとも,1950年 代のヌボー ・ロマン以後
一 その文学史の再修正を目差して,時 間構成か らのアプローチが,新 たな
フローベール文学の理解に妥当性を持つ所以である。
*「 金獅子」亭の二人の常客ビネとレオンの夕食時間は決まっている。〈あいつ
を待って,そ れか らお客の夕食にする気かい?一 あいつを待つって?ビ ネさんで
すよ。御覧になってなさい,6時 を打った ら,あ の方は入って来ますよ……レオン
さん ときたら,ま たすっかり違 うんですよ。7時 に来ることもあれば,7時 半にな
ることもある。……6時 が鳴った。ビネが入った来た。〉(p.103)。<レ オ ン・/デュピ
ェイ君はヨンヴィルには退屈しているので,一 晩話し相手になる旅客がこの宿へ現
れるのを当てにして,よ く食事の時間を遅 らせて待っているのだ。仕事が早 く片付
いた日は,す ることもないので正確な時刻にやって来て,ス ープか ら食後 のチーズ
までビネと向かい合っているより仕方がなかった。そこで,女 亭主に今到着したば
か りの客たちと一緒に食事をするように勧め られて,大 喜びで承知した。〉(p.110)
以上のテ.クス トの記述か ら,こ の夜の食事は 〈6時 〉から 《7時 半》、までに始まっ
たことが判る(多 分,後 述の理由か ら定刻の 〈6時 〉 と思われるが)。 それでは,
食事の時間はどれほどかか ったのだろ うか。<も う2時 間半も食卓に就いていた》
(p,116)。 それか ら間もなく 《コーヒー〉が出るので,「8時 半」か 「10時」には終
っている。その後,エ ンマは新転地 ヨソヴィルの生活に くもつと幸福な》<新 しい
ζと〉を夢見なが らベッ ドに入る。フローベールは,も う一度この時間に関して言
及 している(第2部3章)。 〈レオンは,終 日,夜 の6時 の来るのを待ちわびていた。
……彼はこれまで御婦人を相手に2時 間も喋ったことがなかった。〉(p.119)
ついでなが ら,こ の夕食の時間については,第3部4章 でも次のように述べ られ
ている。
〈レオンは以前のように例の小部屋で夕食を取った。但し,収税吏 と一緒ではな く,
独 りきりで。 とい うのも,ビ ネは 「つばめ」を待つのにうんざりして,つ いに食事
を1時 間繰りあげ,今 では5時 丁度に夕食をしていたのだった。〉(p.357-358)。 フ
ローベールは余程 この夕食 の時間に執着していたようで,見 方によっては,250ペ ー
ジも前の数字の既存 と記憶を前提にしなければ,こ の場面の描写は意味を失 ってし
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まう。ポヴェが,フ ローベールは時間単位を余 りにも細かく立て過 ぎて,却 って自
らそれに混迷 している箇所が散見されると指摘 しているが,上 記の 「夕食時間」は
見事に整合 した例 となっている。
フ ローベールが例 の〈 遅筆〉 とく 苦渋〉を大 して嘆 くことな く描 きあげた
短篇集が ある。特 に,そ の一篇 『純 な心』 では,主 人 公の フェ リシテは次の
よ うに紹介 されてい る。
<25歳 の時 に40歳 だ と思われた。50歳 にな ってか らは,も う齢が判 らな く
なって しまった。〉(p.5-6)
これは,フ ェリシテの年齢 と同時に,作 品の〈年齢 〉 について も語 って い
る。 冒頭 の 《半世紀 にも亘 って……〉(p.3)が,ど の時点 か らの50年 間か判
然 としない よ うに。 ただ,50年 としないで く半世 紀〉 と書 くことによって,
遙か遠 くの暗闇 に物語世 界を設 定 しよ うとした意 図は看取 される。 この意味
で,フ ローベールはおそ らくく童 話〉を描 きたか ったのだろ う。
<そ して,か な りの時が流れた。取留めの ない歳月だ った。復 活 祭,聖 母
昇天祭,万 聖節 といった主だ った祝 日が巡 り来 る外には,こ れ とい った事 件
も無か った。 家の内で起 こったこ とが,後 で思い出す時 に年を決め る 目安 と
なった。例 えば,1825年 といxぽ,ガ ラス屋 が二人 がか りで玄 関の壁を塗 っ
た年だ った。1827年 には,屋 根 の一部が中庭 に落ちて,危 く死人の出 るとこ
ろだ った。1828年 の夏,あ れは聖体拝受 のパ ンを奉 納す る番 に奥様がな った
年だ った。そ の頃,ど うい う訳 かブー レが顔 を見せ な くな った。 それ に,昔
か らの知人が ひ とり,ま たひ と りと逝 って しまった。ギ ュヨー,リ ェバ ール,
ルシ ャプ トワ夫人,μ プ ラン,そ れ か ら,長 ら く中風 を患 っていた グル マ ン
ヴ ィル伯父 さん。》(p.40)
これが,多 分,日 常 の時間認識 なのだ ろ う。過去 を編年体 で綴 ることが出
来た として も,そ れは知性 の合理で ある。小 さな個 々の体験=単 色 が積 み重
ね られて,ひ とつ の人生 のエポ ック=複 合色 となる。薔 薇色 の青春があ った
り,灰 色の人生が あった りす る ように,時 間は思 い出をひ とつの色彩 で染め
あげ る。色の讐 を用 いた のは意味 のないこ とでは ない。 フ ローベールの作品
にも書簡 にも,色 彩 の比喩が氾濫す る。彼が 『サ ラ ンボー』 では 「緋色」を,
『ボ ヴァ リー夫人』 では 「ワラジムシの よ うな灰色 」を 表 現 しよ うとした こ
とは,ゴ ンクール兄弟 の証言を侯つ まで もない。 ともあれ,エ ンマの死 の床
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に臨んだく年代記作家〉が,彼 女 の生涯 を辿 ろ うとす る時,一 瞬頭 に浮 かぶ
のはエ ポ ックの複合色 であろ う。そ れを具体 的な挿話 で染 めあげ秩序 化 しよ
うとすれぽ,x=A+B+Cは,B+A+Cで もC+B+Aで も構 わない。
現実は脈路 もな く作 られ る。そ こに原因 と結果を読 むのは後 世の知性で あ
る。そ のよ うに して,社 会史 が,政 治史 が,文 学史が編 まれ る。 この過去 の
法則か ら,未 来 を先取 りす る算段 が考え られ る。 そ うであろ うか。結局 の と
ころ,歴 史 は同 じ過 ちを犯 し,同 じ失敗を繰返 してい るのでは なか ろ うか。
進歩 とは何だ ろ うか。一 と懐 疑す る者 にとって,時 間は巧利 では ない。
フ ローづ一ルの眼は どこを見 詰 め ていたのだろ うか。 ボヴェの分 析 した
「レア リス ム」で も,ビ ス ミ3の 算 出 した1828年 一1856年 の28年 間で もな:か
った はず であ る。 もっと悠久 な 過去の 時代,そ して,『 ボヴ ァ リー夫人』 の
クロノロジーの解 体 した世界,例 えば ヴ ァイキ ングの時代 と世界 を思い描 い
ていたのか もしれ ない。
(使 用図書,参 考文献 は重 複 を避け るため に,次 号 に一括 して提 示する心
算であ る。 ただ,本 論 中で引用 した テ クス トのペ ージは,い ずれ もedition
Conardに 従 ってい ることを付記 してお く。)
一1986年10月27日 一
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